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(57)【要約】
【課題】　実験設備等で被実験対象体等を照明するのに
適し、かつ照明光の再現性に優れた照明装置を提供する
。
【解決手段】　それぞれ赤色発光ダイオード（赤色ＬＥ
Ｄ）、緑色発光ダイオード（緑色ＬＥＤ）、青色発光ダ
イオード（青色ＬＥＤ）が内蔵された複数のフルカラー
発光ダイオード（フルカラーＬＥＤ）２２０をマトリク
ス状に配列して照明部２１０を構成し、フルカラー発光
ダイオードフルカラーＬＥＤ２２０の赤色ＬＥＤ、緑色
ＬＥＤ、青色ＬＥＤは、それぞれ流す電流を調節可能に
制御する定電流回路を有する赤色ＬＥＤ制御部６０－１
、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－
３により制御される。
【選択図】　図１



(2) JP 2013-73837 A 2013.4.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面上にマトリックス状に配列され、それぞれ赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオー
ド、青色発光ダイオードが内蔵された複数のフルカラー発光ダイオードと、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオードを流れる電流を調節可
能に制御する第１の定電流制御手段と、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記緑色発光ダイオードを流れる電流を調節可
能に制御する第２の定電流制御手段と、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記青色発光ダイオードを流れる電流を調節可
能に制御する第３の定電流制御手段と、
　前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の定電流制御手段で
それぞれ制御される電流の比率を維持しつつ、前記赤色発光ダイオード、前記緑色発光ダ
イオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流の総和値を調節可能に制御する輝度制御
手段と、
　前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の定電流制御手段で
制御する電流の初期値および前記輝度制御手段で制御する前記総和値の初期値を記憶する
初期値記憶手段と
　を具備することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記第１の定電流制御手段は、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオードを流れる電流の単位量
の増減を指示して全体の発光色の赤色成分を調整する赤色成分調整手段を有し、
　前記第２の定電流制御手段は、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記緑色発光ダイオードを流れる電流の単位量
の増減を指示して全体の発光色の緑色成分を調整する緑色成分調整手段を有し、
　前記第３の定電流制御手段は、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記青色発光ダイオードを流れる電流の単位量
の増減を指示して全体の発光色の青色成分を調整する青色成分調整手段を有し、
　前記輝度制御手段は、
　前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオード、前記緑色発光ダイオ
ード、前記青色発光ダイオードを流れる電流の総和の単位量の増減を指示して全体の輝度
を調整する輝度調整手段を有することを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　起動時もしくはリセットスイッチが操作されたときに、前記初期値記憶手段にそれぞれ
記憶された電流の初期値および総和値の初期値を呼び出す呼出手段
　を具備し、
　前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の定電流制御手段は
、前記呼出手段により呼び出された前記電流の初期値に基づき、前記複数のフルカラー発
光ダイオードの前記赤色発光ダイオード、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオ
ードを流れる電流をそれぞれ制御し、前記輝度制御手段は、前記呼出手段により呼び出さ
れた前記総和値の初期値に基づき、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光
ダイオード、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流の総和を制
御することを特徴とする請求項１または２記載の照明装置。
【請求項４】
　プリセットスイッチと、
　選択呼出スイッチと、
　プリセット値記憶手段と
　を更に具備し、
　前記プリセットスイッチが操作される毎に、前記第１の定電流制御手段、前記第２の定
電流制御手段、前記第３の定電流制御手段により制御されているそれぞれの前記電流値お
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よび前記輝度制御手段により制御されている前記総和値をそれぞれプリセット値として前
記プリセット値記憶手段に格納し、
　前記選択呼出スイッチが操作されると、前記プリセット値記憶手段にそれぞれ記憶され
た前記プリセット値の中の選択されたプリセット値を呼び出し、該読み出された当該プリ
セット値に基づき、前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の
定電流制御手段により、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオード
、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流をそれぞれ制御し、前
記輝度制御手段により、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオード
、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流の総和を制御すること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の照明装置。
【請求項５】
　前記赤色成分調整手段、前記緑色成分調整手段、前記青色成分調整手段、前記輝度調整
手段のいずれかによる調整から一定時間の間に前記プリセットスイッチが操作されない場
合は、前記赤色成分調整手段、前記緑色成分調整手段、前記青色成分調整手段、前記輝度
調整手段により調整された調整値で前記初期値を更新することを特徴とする請求項４に記
載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ＬＥＤ（発光ダイオード）アレイを用いた照明装置に関し、詳しくは実験
設備等で被実験対象体等を照明するのに適した照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　実験設備等では、被実験対象体に照明装置から光を当てて、被実験対象体の変化を目視
もしくはその撮像画像の解析により分析することが行われる。この場合の照明装置として
は、照明装置から発光される光のスペクトルが不要な紫外線や赤外線を含まず、かつ色純
度が高い方が目視による観察、または撮像画像の解析の上から好ましい。
【０００３】
　また、被実験対象体の影などの影響を除去するためには、点光源よりも一定の範囲で均
一な光が得られる面照明の方が好ましい。
【０００４】
　しかし、従来のこの種の照明装置は、白熱灯もしくは蛍光灯等を用いていたために、高
い光純度が得られず、このため被実験対象体の目視により観察においては必要な情報を高
精度で得ることができない場合があり、また、撮像画像の解析においても好ましい成果が
得られない場合があった。
【０００５】
　そこで、不要な紫外線や赤外線を含まない光純度の高い光が簡単に得られる発光ダイオ
ードの利用が考えられており、その中で、光の三原色である赤色・緑色・青色の発光ダイ
オードのチップを用いて１つの発光源とするフルカラーＬＥＤが注目されている。
【０００６】
　しかし、フルカラーＬＥＤは、基本的には点光源であり、このフルカラーＬＥＤを被実
験対象体を照明する照明装置に用いた場合は、影などの影響が問題になる。
【０００７】
　フルカラーＬＥＤを用いた従来の技術としては、フルカラーＬＥＤを平面上にマトリク
ス状に配置した特許文献１に開示された「フルカラーＬＥＤドットマトリクス表示装置」
が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平９－２５８６９３号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、特許文献１に記載された「フルカラーＬＥＤドットマトリクス表示装置」は、
各フルカラーＬＥＤの輝度制御をＰＷＭ（Ｐulse　Ｗidth　Ｍodulation）制御を用いて
いるため、ちらつきが生じ、この種の実験設備等の照明装置には適さない。
【００１０】
　そこで、この発明は、実験設備等で被実験対象体等を照明するのに適し、かつ照明光の
再現性に優れた照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明の照明装置は、平面上にマトリックス状に配
列され、それぞれ赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、青色発光ダイオードが内蔵
された複数のフルカラー発光ダイオードと、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記
赤色発光ダイオードを流れる電流を調節可能に制御する第１の定電流制御手段と、前記複
数のフルカラー発光ダイオードの前記緑色発光ダイオードを流れる電流を調節可能に制御
する第２の定電流制御手段と、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記青色発光ダイ
オードを流れる電流を調節可能に制御する第３の定電流制御手段と、前記第１の定電流制
御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の定電流制御手段でそれぞれ制御される電
流の比率を維持しつつ、前記赤色発光ダイオード、前記緑色発光ダイオード、前記青色発
光ダイオードを流れる電流の総和値を調節可能に制御する輝度制御手段と、前記第１の定
電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の定電流制御手段で制御する電流の
初期値および前記輝度制御手段で制御する前記総和値の初期値を記憶する初期値記憶手段
とを具備することを特徴とする。
【００１２】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記第１の定電流制御手段は、前記複数
のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオードを流れる電流の単位量の増減を指
示して全体の発光色の赤色成分を調整する赤色成分調整手段を有し、前記第２の定電流制
御手段は、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記緑色発光ダイオードを流れる電流
の単位量の増減を指示して全体の発光色の緑色成分を調整する緑色成分調整手段を有し、
前記第３の定電流制御手段は、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記青色発光ダイ
オードを流れる電流の単位量の増減を指示して全体の発光色の青色成分を調整する青色成
分調整手段を有し、前記輝度制御手段は、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤
色発光ダイオード、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流の総
和の単位量の増減を指示して全体の輝度を調整する輝度調整手段を有することを特徴とす
る。
【００１３】
　請求項３の発明は、請求項１または２の発明において、起動時もしくはリセットスイッ
チが操作されたときに、前記初期値記憶手段にそれぞれ記憶された電流の初期値および総
和値の初期値を呼び出す呼出手段を具備し、前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電
流制御手段、前記第３の定電流制御手段は、前記呼出手段により呼び出された前記電流の
初期値に基づき、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオード、前記
緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流をそれぞれ制御し、前記輝度
制御手段は、前記呼出手段により呼び出された前記総和値の初期値に基づき、前記複数の
フルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイオード、前記緑色発光ダイオード、前記青
色発光ダイオードを流れる電流の総和を制御することを特徴とする。
【００１４】
　請求項４の発明は、請求項１乃至３のいずれかの発明において、プリセットスイッチと
、選択呼出スイッチと、プリセット値記憶手段とを更に具備し、前記プリセットスイッチ
が操作される毎に、前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記第３の
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定電流制御手段により制御されているそれぞれの前記電流値および前記輝度制御手段によ
り制御されている前記総和値をそれぞれプリセット値として前記プリセット値記憶手段に
格納し、前記選択呼出スイッチが操作されると、前記プリセット値記憶手段にそれぞれ記
憶された前記プリセット値の中の選択されたプリセット値を呼び出し、該読み出された当
該プリセット値に基づき、前記第１の定電流制御手段、前記第２の定電流制御手段、前記
第３の定電流制御手段により、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイ
オード、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流をそれぞれ制御
し、前記輝度制御手段により、前記複数のフルカラー発光ダイオードの前記赤色発光ダイ
オード、前記緑色発光ダイオード、前記青色発光ダイオードを流れる電流の総和を制御す
ることを特徴とする。
【００１５】
　請求項５の発明は、請求項４の発明において、前記赤色成分調整手段、前記緑色成分調
整手段、前記青色成分調整手段、前記輝度調整手段のいずれかによる調整から一定時間の
間に前記プリセットスイッチが操作されない場合は、前記赤色成分調整手段、前記緑色成
分調整手段、前記青色成分調整手段、前記輝度調整手段により調整された調整値で前記初
期値を更新することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、マトリクス状に配置された複数のフルカラー発光ダイオードの赤色
発光ダイオード、緑色発光ダイオード、青色発光ダイオードを流れる電流を第１の定電流
制御手段、第２の定電流制御手段、第３の定電流制御手段でそれぞれ調節可能に制御し、
輝度制御手段は、第１の定電流制御手段、第２の定電流制御手段、第３の定電流制御手段
でそれぞれ制御される電流の比率を維持しつつ、赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオー
ド、青色発光ダイオードを流れる電流の総和値を調節可能に制御するように構成したので
、ちらつきのない、照明光の再現性に優れ、実験設備等で被実験対象体等を照明するのに
適した照明装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、この発明に係わる照明装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、この発明に係わる照明装置の表面図（図２（Ａ））および裏面図（図２
（Ｂ））の一例を示す図である。
【図３】図３は、図１に示した照明装置のフルカラーＬＥＤの駆動回路の一例を示した図
である。
【図４】図４は、図１に示した照明装置の動作を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、この発明に係わる照明装置の実施の形態を添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１９】
　図１は、この発明に係わる照明装置の全体構成を示すブロック図であり、図２は、この
発明に係わる照明装置の表面図（図２（Ａ））および裏面図（図２（Ｂ））の一例を示す
図である。
【００２０】
　この実施例の照明装置１００は、図２（Ａ）に示すように、それぞれ赤色発光ダイオー
ド（赤色ＬＥＤ）、緑色発光ダイオード（緑色ＬＥＤ）、青色発光ダイオード（青色ＬＥ
Ｄ）が内蔵された複数のフルカラー発光ダイオード（フルカラーＬＥＤ）２２０をマトリ
クス状に配列して照明部２１０が構成される。
【００２１】
　図１において、この実施例の照明装置１００は、赤色成分調整スイッチ１０－１、緑色
成分調整スイッチ１０－２、青色成分調整スイッチ１０－３、輝度調整スイッチ２０、プ
リセットスイッチ３０、選択スイッチ４０、リセットスイッチ５０、赤色ＬＥＤ制御部６
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０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、輝度制御部７０、初期
値記憶部８０、プリセット値記憶部９０を制御部２００に接続して構成され、赤色ＬＥＤ
制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、輝度制御部７
０で制御されるフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００が、図２に示した照明部２１０を
構成する。
【００２２】
　赤色成分調整スイッチ１０－１は、図２に示したＲＥＤ（＋）ボタンとＲＥＤ（－）ボ
タンに対応するもので、ＲＥＤ（＋）ボタンまたはＲＥＤ（－）ボタンを押す毎に所定単
位でフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色
ＬＥＤに流れる電流を増減することにより、照明部２１０から発光される照明光の赤色成
分の調整を行う。
【００２３】
　緑色成分調整スイッチ１０－２は、図２に示したＧＲＥＥＮ（＋）ボタンとＧＲＥＥＮ
（－）ボタンに対応するもので、ＧＲＥＥＮ（＋）ボタンまたはＧＲＥＥＮ（－）ボタン
を押す毎に所定単位でフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２
０を構成する緑色ＬＥＤに流れる電流を増減することにより、照明部２１０から発光され
る照明光の緑色成分の調整を行う。
【００２４】
　青色成分調整スイッチ１０－３は、図２に示したＢＬＵＥ（＋）ボタンとＢＬＵＥ（－
）ボタンに対応するもので、ＢＬＵＥ（＋）ボタンまたはＢＬＵＥ（－）ボタンを押す毎
に所定単位でフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成
する青色ＬＥＤに流れる電流を増減することにより、照明部２１０から発光される照明光
の青色成分の調整を行う。
【００２５】
　輝度調整スイッチ２０は、図２に示したＢＲＩＧＨＴＮＥＳＳ（＋）ボタンとＢＲＩＧ
ＨＴＮＥＳＳ（－）ボタンに対応するもので、ＢＲＩＧＨＴＮＥＳＳ（＋）ボタンまたは
ＢＲＩＧＨＴＮＥＳＳ（－）ボタンを押す毎にフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の
各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流れていた
電流の比率を維持して、全体の電流量を増減することにより、照明部２１０から発光され
る照明光の輝度の調整を行う。
【００２６】
　さて、この実施例の照明装置１００においては、照明部２１０から発光された照明光を
再現するために、そのときに、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流してい
た電流値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流していた電流値の総和
値を１組のプリセット値としてプリセット値記憶部９０に記憶するプリセット機能を有し
ている。プリセット値記憶部９０に記憶可能なプリセット値の組は、この実施例では５組
まででとなっているが、５組以下でも、５組を越えて記憶できるようにしてもよい。
【００２７】
　プリセットスイッチ３０は、図２に示したＰＲＥＳＥＴボタンに対応するもので、ＰＲ
ＥＳＥＴボタンを押す毎に、そのときに赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ
流していた電流値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流していた電流
値の総和値の組がプリセット値記憶部９０に記憶される。この実施例では、プリセット値
記憶部９０に記憶可能なプリセット値の組は、５組までとなっているので、プリセット値
記憶部９０に記憶可能なプリセット値の組が５組に達し、その後ＰＲＥＳＥＴボタンが押
されると、一番古いプリセット値が、そのときの赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに
それぞれ流していた電流値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流して
いた電流値の総和値の組からなるプリセット値で上書きされる。
【００２８】
　選択スイッチ４０は、図２に示したＳＥＴ－ＳＥＬボタンに対応するもので、このＳＥ
Ｔ－ＳＥＬボタンは、プリセット値記憶部９０に記憶されていたプリセット値を読み出す
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ときに押される。このＳＥＴ－ＳＥＬボタンが１回押されると、最新のプリセット値がプ
リセット値記憶部９０から読み出され、このプリセット値によりフルカラーＬＥＤマトリ
クス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色Ｌ
ＥＤにそれぞれ流す電流および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値
が制御される。
【００２９】
　ＳＥＴ－ＳＥＬボタンを２回押すと、次に新しいプリセット値がプリセット値記憶部９
０から読み出され、このプリセット値によりフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各
フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流す
電流および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値が制御され、同様に
ＳＥＴ－ＳＥＬボタンを押す毎に、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラ
ーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流す電流およ
び赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値を切り替えることができる。
【００３０】
　リセットスイッチ５０は、図２に示したＲＥＳＥＴボタンに対応する。このＲＥＳＥＴ
ボタンは、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成す
る赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流す電流および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥ
Ｄ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値を初期値に戻すときに操作される。初期値記憶部８０
には、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤
色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流す電流の初期値および赤色ＬＥＤ、緑色
ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値の初期値が記憶されており、ＲＥＳＥＴボタンを
押すと、各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそ
れぞれ流す電流の初期値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値
の初期値が初期値記憶部８０から読み出され、この初期値によりフルカラーＬＥＤマトリ
クス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色Ｌ
ＥＤにそれぞれ流す電流および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値
が制御される。
【００３１】
　赤色ＬＥＤ制御部６０－１は、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラー
ＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤに流れる電流を制御する。この赤色ＬＥＤ制御部６０
－１においては、電流の制御にＰＷＭ制御は使用せずに、赤色発光ダイオードを流れる電
流を調節可能に制御する定電流回路を用いる。このために、パルスの切換に伴う照明部２
１０から発光される照明光のちらつきは生じない。また、ＬＥＤの持つ光の純色性から不
要な紫外線や赤外線を含まないので、実験設備等で被実験対象体の撮像画像の解析する場
合等に好ましい成果が得られる。
【００３２】
　緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３も同様で、緑色ＬＥＤ制御部６
０－２は、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成す
る緑色ＬＥＤに流れる電流を制御し、青色ＬＥＤ制御部６０－３は、フルカラーＬＥＤマ
トリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する青色ＬＥＤに流れる電流を制
御する。
【００３３】
　輝度制御部７０は、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２
０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤをそれぞれ流れる電流をその比率を維
持しつつその総和値を制御する。
【００３４】
　赤色ＬＥＤ制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、
輝度制御部７０による電流制御は、赤色成分調整スイッチ１０－１、緑色成分調整スイッ
チ１０－２、青色成分調整スイッチ１０－３、輝度調整スイッチ２０の操作および初期値
記憶部８０に記憶された初期値および選択スイッチ４０の操作によりプリセット値記憶部
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９０から読み出されたプリセット値に基づき行われる。
【００３５】
　なお、赤色ＬＥＤ制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０
－３、輝度制御部７０による電流制御値は、図２（Ｂ）に示す表示部２３０に表示される
。これにより、照明部２１０から発光される照明光の状態を数値により把握することがで
きる。
【００３６】
　制御部２００は、赤色成分調整スイッチ１０－１、緑色成分調整スイッチ１０－２、青
色成分調整スイッチ１０－３、輝度調整スイッチ２０、プリセットスイッチ３０、選択ス
イッチ４０、リセットスイッチ５０、赤色ＬＥＤ制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０
－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、輝度制御部７０、初期値記憶部８０、プリセット値記
憶部９０を統括制御する。
【００３７】
　図３は、図１に示した照明装置のフルカラーＬＥＤの駆動回路の一例を示した図である
。
【００３８】
　フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０は、図３に示すよ
うに、それぞれ赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤを内蔵し、フルカラーＬＥＤマトリ
クス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０の赤色ＬＥＤを流れる電流は、図１の赤色Ｌ
ＥＤ制御部６０－１内に設けられた電源部３３０からの給電を受ける赤色ＬＥＤ定電流制
御回路３４０－１により制御され、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラ
ーＬＥＤ２２０の緑色ＬＥＤを流れる電流は、図１の緑色ＬＥＤ制御部６０－２内に設け
られた電源部３３０からの給電を受ける緑色ＬＥＤ定電流制御回路３４０－１により制御
され、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０の青色ＬＥＤ
を流れる電流は、図１の青色ＬＥＤ制御部６０－３内に設けられた電源部３３０からの給
電を受ける青色ＬＥＤ定電流制御回路３４０－３により制御される。
【００３９】
　図４は、図１に示した照明装置の動作を説明するフローチャートである。
【００４０】
　この処理が開始されると、制御部２００は、まず、電源がＯＮかを調べる（ステップ４
０１）。ここで、電源がＯＮでないと（ステップ４０１でＮＯ）、ステップ４０１に戻り
、電源がＯＮになるのを待つ。
【００４１】
　ステップ４０１で、電源ＯＮと判断されると、制御部２００は、初期値記憶部８０から
フルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥ
Ｄ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の初期値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色Ｌ
ＥＤに流す電流の総和値の初期値を読み出し、この読み出した初期値に基づき、図２（Ｂ
）の表示部２３０にＲＧＢ照度表示を行う（ステップ４０３）。そして、この初期値記憶
部８０から読み出したフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２
０を構成する赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流す電流の初期値および赤
色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の総和値の初期値に基づき赤色ＬＥＤ制御
部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、輝度制御部７０を
制御してフルカラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を点灯して
その輝度および調色を制御するＬＥＤ輝度調色制御を行う（ステップ４０４）。
【００４２】
　次に、輝度調整操作、すなわち、輝度調整スイッチ２０が操作されたかを調べる（ステ
ップ４０５）。ここで、輝度調整スイッチ２０が操作されたと判断されると（ステップ４
０５でＹＥＳ）、輝度調整スイッチ２０の操作に応じて輝度制御部７０を制御し、照明部
２１０から発光される照明光の輝度を制御する。
【００４３】
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　ステップ４０５で、輝度調整操作は行われていないと判断されると（ステップ４０５で
ＮＯ）、調色操作、すなわち、赤色成分調整スイッチ１０－１、緑色成分調整スイッチ１
０－２、青色成分調整スイッチ１０－３のいずれかが操作されたかを調べる（ステップ４
０７）。ここで、赤色成分調整スイッチ１０－１、緑色成分調整スイッチ１０－２、青色
成分調整スイッチ１０－３のいずれかが操作されたと判断されると（ステップ４０７でＹ
ＥＳ）、赤色成分調整スイッチ１０－１、緑色成分調整スイッチ１０－２、青色成分調整
スイッチ１０－３の操作に応じて赤色ＬＥＤ制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２
、青色ＬＥＤ制御部６０－３を制御して、照明部２１０から発光される照明光の調色制御
を行う（ステップ４０８）。
【００４４】
　次に、プリセットスイッチ３０が操作されたかを調べる（ステップ４０９）。ここで、
プリセットスイッチ３０が操作されたと判断されると（ステップ４０９でＹＥＳ）、その
ときに赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流していた電流値および赤色ＬＥ
Ｄ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流していた電流値の総和値の組をプリセット値と
してプリセット値記憶部９０に記憶するプリセット値書き込み処理が行われる（ステップ
４１０）。
【００４５】
　ステップ４０９で、プリセットスイッチ３０が操作されていないと判断されると（ステ
ップ４０９でＮＯ）、この判断から一定時間経過したかが調べられ（ステップ４１１）、
一定時間経過していると判断されると、このときの赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ
にそれぞれ流していた電流値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤにそれぞれ流し
ていた電流値の総和値の組を初期値記憶部８０に書き込む初期値更新処理が行われる（ス
テップ４１２）。
【００４６】
　なお、ステップ４０７で、調色操作がなされていないと判断された場合（ステップ４０
７でＮＯ）、およびステップ４１１で一定時間経過していないと判断された場合（ステッ
プ４１１でＮＯ）は、ステップ４０５に戻る。
【００４７】
　次に、選択スイッチ４０が操作されたかを調べる（ステップ４１３）。ここで、選択ス
イッチ４０が操作されたと判断されると（ステップ４１３でＹＥＳ）、選択スイッチ４０
の操作により選択されたプリセット値をプリセット値記憶部９０から読み出し、ステップ
４０３に移行する。この場合、ステップ４０３においては、プリセット値記憶部９０から
読み出されたプリセット値に基づき図２（Ｂ）の表示部２３０にＲＧＢ照度表示が行われ
、ステップ４０４では、プリセット値記憶部９０から読み出されたプリセット値に基づき
赤色ＬＥＤ制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、輝
度制御部７０が制御され、照明部２１０から発光される照明光の輝度および調色が制御さ
れる。
【００４８】
　ステップ４１３で、選択スイッチ４０が操作されていないと判断されると（ステップ４
１３でＮＯ）、次に、リセットスイッチ５０が操作されたかを調べる（ステップ４１５）
。ここで、リセットスイッチ５０が操作されたと判断されると（ステップ４１５でＹＥＳ
）。ステップ４０３に戻る。この場合は、ステップ４０３で、初期値記憶部８０からフル
カラーＬＥＤマトリクス回路３００の各フルカラーＬＥＤ２２０を構成する赤色ＬＥＤ、
緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤに流す電流の初期値および赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ
に流す電流の総和値の初期値が読み出され、この読み出した初期値に基づき、図２（Ｂ）
の表示部２３０にＲＧＢ照度表示を行い（ステップ４０３）。そして、この初期値に基づ
き赤色ＬＥＤ制御部６０－１、緑色ＬＥＤ制御部６０－２、青色ＬＥＤ制御部６０－３、
輝度制御部７０が制御され、照明部２１０から発光される照明光の輝度および調色が制御
される。
【００４９】
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　ステップ４１５で、リセットスイッチ５０が操作されていないと判断されると（ステッ
プ４１５でＮＯ）、次に、電源ＯＦＦかが調べられ（ステップ４１６）、ここで、電源Ｏ
ＦＦと判断されると（ステップ４１６でＹＥＳ）、フルカラーＬＥＤマトリクス回路３０
０の各フルカラーＬＥＤ２２０を消灯してこの処理を終了するが、ステップ４１６で、電
源ＯＦＦでないと判断されると（ステップ４１６でＮＯ）、ステップ４０５に戻る。
【００５０】
　以上が本発明の代表的な実施形態の一例であるが、本発明は、上記実施例及び図面に示
す実施例に限定することなく、その要旨を変更しない範囲内で適宜変形して実施できるも
のである。
【符号の説明】
【００５１】
　　１０－１　　赤色成分調整スイッチ
　　１０－２　　緑色成分調整スイッチ
　　１０－３　　青色成分調整スイッチ
　　２０　　輝度調整スイッチ
　　３０　　プリセットスイッチ
　　４０　　選択スイッチ
　　５０　　リセットスイッチ
　　６０－１　　赤色ＬＥＤ制御部
　　６０－２　　緑色ＬＥＤ制御部
　　６０－３　　青色ＬＥＤ制御部
　　７０　　輝度制御部
　　８０　　初期値記憶部
　　９０　　プリセット値記憶部
　　１００　　照明装置
　　２００　　制御部
　　２１０　　照明部
　　２２０　　フルカラー発光ダイオード（フルカラーＬＥＤ）
　　２３０　　表示部
　　３００　　フルカラーＬＥＤマトリクス回路
　　３３０　　電源部
　　３４０－１　　赤色ＬＥＤ定電流制御回路
　　３４０－２　　緑色ＬＥＤ定電流制御回路
　　３４０－３　　青色ＬＥＤ定電流制御回路
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